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(57)【要約】
　アクセス端末は、チャネル解放時にサービングセルか
らターゲットセルに接続するようにアクセス端末に指示
するセル選択命令を受信するように適応される。アクセ
ス端末は、ターゲットセルの１つまたは複数の信号パラ
メータがそれぞれのしきい値を上回るかどうかを判断し
得る。１つまたは複数の信号パラメータがそれぞれのし
きい値を上回る場合、アクセス端末はターゲットセルに
接続する。１つまたは複数の信号パラメータがそれぞれ
のしきい値を上回らない場合、アクセス端末はサービン
グセルで続ける。ワイヤレスネットワークデバイスは、
アクティブ呼の最後にチャネル解放メッセージを送る。
チャネル解放メッセージは、チャネル解放時にターゲッ
トセルに接続するようにアクセス端末に指示するセル選
択命令を含むことができる。また、他の態様、実施形態
、および特徴が請求され、説明される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセス端末であって、
　ワイヤレス通信を容易にするように適応された通信インターフェースと、
　記憶媒体と、
　前記通信インターフェースと前記記憶媒体とに結合された処理回路であって、
　　前記通信インターフェースを介して、チャネル解放時にサービングセルからターゲッ
トセルに接続するように前記アクセス端末に指示するセル選択命令を受信することと、
　　前記ターゲットセルの１つまたは複数の信号パラメータがそれぞれのしきい値を上回
るかどうかを判断することと、
　　前記セル選択命令と、前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい
値を上回ることとに応答して前記ターゲットセルに接続することと、
　を行うように適応された処理回路と
　を備える、アクセス端末。
【請求項２】
　前記セル選択命令が、アクティブ呼の最後に前記通信インターフェースを介して受信さ
れたチャネル解放メッセージ中に含まれている、請求項１に記載のアクセス端末。
【請求項３】
　前記処理回路が、前記受信されたチャネル解放メッセージから前記１つまたは複数の信
号パラメータの前記それぞれのしきい値を取得するようにさらに適応された、請求項２に
記載のアクセス端末。
【請求項４】
　前記１つまたは複数の信号パラメータが、信号対雑音比と信号強度とを含む、請求項１
に記載のアクセス端末。
【請求項５】
　前記ターゲットセルの前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値
を上回るかどうかを判断するように適応された前記処理回路が、
　前記サービングセル上でのページを監視する間に、前記ターゲットセルについての前記
１つまたは複数の信号パラメータを測定すること
　を行うように適応された前記処理回路を備える、請求項１に記載のアクセス端末。
【請求項６】
　前記ターゲットセルの前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値
を上回るかどうかを判断するように適応された前記処理回路が、
　所定の時間期間の間ターゲット無線アクセス技術に移動することと、
　前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値を上回る場合、前記タ
ーゲット無線アクセス技術においてセルを探索することと
　を行うように適応された前記処理回路を備える、請求項１に記載のアクセス端末。
【請求項７】
　前記処理回路が、前記記憶媒体に記憶された事前プロビジョニングされた値として前記
記憶媒体から前記１つまたは複数の信号パラメータの前記それぞれのしきい値を取得する
ようにさらに適応された、請求項１に記載のアクセス端末。
【請求項８】
　アクセス端末上で動作可能な方法であって、
　チャネル解放時にサービングセルからターゲットセルに接続するように前記アクセス端
末に指示するセル選択命令を受信することと、
　前記ターゲットセルの１つまたは複数の信号パラメータがそれぞれのしきい値を上回る
かどうかを判断することと、
　前記セル選択命令と、前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値
を上回ることとに応答して前記ターゲットセルに接続することと、
　を備える、方法。
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【請求項９】
　前記セル選択命令を受信することが、
　アクティブ呼の最後にチャネル解放メッセージを受信することを備え、前記チャネル解
放メッセージが、前記セル選択命令を含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ターゲットセルの前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値
を上回るかどうかを判断することが、
　前記サービングセルから移動する前に前記ターゲットセルについての前記１つまたは複
数の信号パラメータを測定すること
　を備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ターゲットセルの前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値
を上回るかどうかを判断することが、
　所定の時間期間の間前記ターゲットセルに関連する無線アクセス技術に移動することと
、
　前記ターゲットセルに関連する前記無線アクセス技術に移動した後に前記１つまたは複
数の信号パラメータを測定することと
　を備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ターゲットセルの前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値
を上回るかどうかを判断するより前に前記１つまたは複数の信号パラメータの前記それぞ
れのしきい値を取得すること
　をさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　前記１つまたは複数の信号パラメータの前記それぞれのしきい値を取得することが、
　信号対雑音比と信号強度とを含む信号パラメータのそれぞれのしきい値を取得すること
　を備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記１つまたは複数の信号パラメータの前記それぞれのしきい値を取得することが、
　前記セル選択命令とともに前記それぞれのしきい値を受信すること
　を備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記１つまたは複数の信号パラメータの前記それぞれのしきい値を取得することが、
　記憶媒体から、前記１つまたは複数の信号パラメータの各々に関連する事前プロビジョ
ニングされたしきい値を取得すること
　を備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　アクセス端末であって、
　チャネル解放時にサービングセルからターゲットセルに接続するように前記アクセス端
末に指示するセル選択命令を受信するための手段と、
　前記ターゲットセルの１つまたは複数の信号パラメータがそれぞれのしきい値を上回る
かどうかを判断するための手段と、
　前記セル選択命令と、前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値
を上回ることとに応答して前記ターゲットセルに接続するための手段と、
　を備える、アクセス端末。
【請求項１７】
　前記１つまたは複数の信号パラメータの前記それぞれのしきい値を取得するための手段
　をさらに備える、請求項１６に記載のアクセス端末。
【請求項１８】
　前記セル選択命令が、アクティブ呼の最後に受信されたチャネル解放メッセージに含ま
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れている、請求項１６に記載のアクセス端末。
【請求項１９】
　前記１つまたは複数の信号パラメータが、信号対雑音比と信号強度とを含む、請求項１
６に記載のアクセス端末。
【請求項２０】
　アクセス端末上で動作可能なプログラミングを備えるプロセッサ可読媒体であって、
　チャネル解放時にサービングセルからターゲットセルに接続するように前記アクセス端
末に指示するセル選択命令を受信することと、
　前記ターゲットセルの１つまたは複数の信号パラメータがそれぞれのしきい値を上回る
かどうかを判断することと、
　前記セル選択命令と、前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値
を上回ることとに応答して前記ターゲットセルに接続することと、
　を行うためのプログラミングを備えるプロセッサ可読媒体。
【請求項２１】
　前記セル選択命令とともに前記１つまたは複数の信号パラメータの前記それぞれのしき
い値を受信すること
　を行うための、前記アクセス端末上で動作可能なプログラミングをさらに備える、請求
項２０に記載のプロセッサ可読媒体。
【請求項２２】
　前記ターゲットセルの前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値
を上回るかどうかを判断することが、
　前記サービングセル上でのページを監視する間に、前記ターゲットセルについての前記
１つまたは複数の信号パラメータを測定すること
　を備える、請求項２０に記載のプロセッサ可読媒体。
【請求項２３】
　前記ターゲットセルの前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値
を上回るかどうかを判断することが、
　所定の時間期間の間前記ターゲットセルに関連する無線アクセス技術に移動することと
、
　前記ターゲットセルに関連する前記無線アクセス技術に移動した後に前記１つまたは複
数の信号パラメータを測定することと
　を備える、請求項２０に記載のプロセッサ可読媒体。
【請求項２４】
　通信インターフェースと、
　記憶媒体と、
　前記通信インターフェースと前記記憶媒体とに結合された処理回路であって、前記処理
回路は、前記通信インターフェースを介してアクセス端末にチャネル解放メッセージを送
るように適用され、前記チャネル解放メッセージが、
　　チャネル解放時にターゲットセルに接続するように前記アクセス端末に指示するセル
選択命令と、
　　前記ターゲットセルに接続する前に満たされるべき、１つまたは複数の信号パラメー
タのそれぞれの値を示す１つまたは複数のしきい値と
　を含む、処理回路と
　を備える、ワイヤレスネットワークデバイス。
【請求項２５】
　前記１つまたは複数の信号パラメータが、信号対雑音比と信号強度とを含む、請求項２
４に記載のワイヤレスネットワークデバイス。
【請求項２６】
　前記セル選択命令は、前記アクセス端末ができるだけ迅速にキャンプすべきセルを識別
するように適応された、請求項２４に記載のワイヤレスネットワークデバイス。
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【請求項２７】
　前記セル選択命令は、前記アクセス端末ができるだけ早くキャンプすべき無線アクセス
技術に関連する周波数を識別するように適応された、請求項２４に記載のワイヤレスネッ
トワークデバイス。
【請求項２８】
　ワイヤレスネットワークデバイス上で動作可能な方法であって、
　アクセス端末とアクティブ呼を行うことと、
　前記アクセス端末にチャネル解放メッセージを送ることであって、前記チャネル解放メ
ッセージが、
　　チャネル解放時にターゲットセルに接続するように前記アクセス端末に指示するセル
選択命令と、
　　前記ターゲットセルに接続する前に満たされるべき、１つまたは複数の信号パラメー
タのそれぞれの値を示す１つまたは複数のしきい値と
　を含む、送ることと
　を備える、方法。
【請求項２９】
　前記セル選択命令は、前記アクセス端末ができるだけ迅速にキャンプすべきセルを識別
するように適応された、請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　前記セル選択命令は、前記アクセス端末ができるだけ早くキャンプすべき無線アクセス
技術に関連する周波数を識別するように適応された、請求項２８に記載の方法。
【請求項３１】
　アクセス端末とアクティブ呼を行うための手段と、
　前記アクセス端末にチャネル解放メッセージを送るための手段であって、前記チャネル
解放メッセージが、
　　チャネル解放時にターゲットセルに接続するように前記アクセス端末に指示するセル
選択命令と、
　　前記ターゲットセルに接続する前に満たされるべき、１つまたは複数の信号パラメー
タのそれぞれの値を示す１つまたは複数のしきい値と
　を含む、送るための手段と
　を備える、ワイヤレスネットワークデバイス。
【請求項３２】
　ワイヤレスネットワークデバイス上で動作可能なプログラミングを備えるプロセッサ可
読媒体であって、
　アクセス端末とアクティブ呼を行うことと、
　前記アクセス端末にチャネル解放メッセージを送ることであって、前記チャネル解放メ
ッセージが、
　　チャネル解放時にターゲットセルに接続するように前記アクセス端末に指示するセル
選択命令と、
　　前記ターゲットセルに接続する前に満たされるべき、１つまたは複数の信号パラメー
タのそれぞれの値を示す１つまたは複数のしきい値と
　を含む、送ることと
　を行うためのプログラミングを備えるプロセッサ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照および優先権主張
　[0001]本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、以下に完全に記載されるかのように
、およびすべての適用可能な目的のために参照により本明細書に明確に組み込まれる、２
０１２年２月２９日に出願された「ＯＰＴＩＭＩＺＥＤ　ＦＡＳＴ　ＣＥＬＬ　ＲＥＳＥ
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ＬＥＣＴＩＯＮ　ＡＴ　ＣＡＬＬ　ＲＥＬＥＡＳＥ」と題する仮出願第６１／６０５，０
６５号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]実施形態は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、呼の解放における最
適化されたセル再選択（optimized cell reselection on call release）を容易にするた
めの方法およびデバイスに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]従来のワイヤレス通信システムでは、モバイルデバイスはアクティブ呼（an act
ive call）に参加し得る。たとえば、ＧＳＭ（登録商標）ネットワークとのワイヤレス回
線交換呼のような（as a wireless circuit switched call with a GSM network）。アク
ティブ呼が完了し、モバイルデバイスが接続モードからアイドルモードに入ると、ネット
ワークは、チャネル解放メッセージ（a channel release message）またはＲＲＣ接続解
放メッセージなどの解放メッセージを送ることができる。いくつかの事例では、解放メッ
セージはまた、現在のサービングセルとは異なるセルにキャンプオン（camp on）するよ
うにモバイルデバイスに命令するセル選択インジケータ（a cell selection indicator）
を含み得る。
【０００４】
　[0004]たとえば、ＧＳＭ規格は、リリース６以降では、回線交換呼がＧＳＭネットワー
クで完了すると、ネットワークが、モバイルデバイスにチャネル解放メッセージを送るこ
とができると記載している。チャネル解放メッセージがセル選択インジケータを含むとき
、モバイルデバイスは、チャネル解放メッセージによって識別されるＵＴＲＡＮまたはＥ
－ＵＴＲＡＮセルにできるだけ迅速にキャンプオンするように命令される。他の例では、
チャネル解放メッセージはＵＴＲＡＮまたはＥ－ＵＴＲＡＮ周波数を示し、モバイルデバ
イスは、この周波数で好適なセルにできるだけ早くキャンプオンするように命令される。
モバイルデバイスが１０秒以内に好適なセルを発見することができない場合、または示さ
れた周波数についてセルのいずれも好適でない場合、モバイルデバイスは、任意の好適な
セルにキャンプオンすることを許可される。
【０００５】
　[0005]いくつかの事例では、モバイルデバイスは、セル選択インジケータをもつチャネ
ル解放メッセージによって命令されるように、ＧＳＭセルから直ちに変化し、ＷＣＤＭＡ
（登録商標）またはＬＴＥセルに接続する可能性があるが、結局、信号対雑音比および／
または信号電力がしきい値を下回ると判断する結果となり、それは、モバイルデバイスが
ＧＳＭセルに戻る結果に終わる。たとえば、以下のシナリオが現在のルールの下で発生し
得る。ＧＳＭにおける回線交換呼の最後に（at the end of）、モバイルデバイスは、Ｗ
ＣＤＭＡにおけるＲＦ品質にかかわらずＷＣＤＭＡに戻る。モバイルデバイスはＷＣＤＭ
Ａセルを選択し得るが、ＷＣＤＭＡ品質は不十分である（poor）（たとえば、信号対雑音
は不十分である、および／または信号強度は不十分である）。信号対雑音および／または
信号強度が何らかのしきい値を下回る場合、再選択が実行されるべきであることをＷＣＤ
ＭＡ再選択ルールが示すので、モバイルデバイスは、次いで、ＧＳＭを再選択して戻る。
いくつかの事例では、モバイルデバイスは、ＷＣＤＭＡに移動し得るが、そのとき好適な
セルを発見することができず、ＧＳＭセルに戻る前に、まる１０秒間好適なセルを捜して
ＷＣＤＭＡにとどまる。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]本発明の実施形態は、上記の問題および他の問題に対処することを目的とする。
たとえば、いくつかの実施形態は、モバイルデバイスが、ＧＳＭ呼が終了した後に、およ
びＷＣＤＭＡ／ＬＴＥセルにブラインド接続する（blindly connecting）前に判断するこ
とを可能にするように構成される。これにより、モバイルデバイスは、セル再選択時間を
改善することによって、呼の解放におけるセル再選択を最適化することが可能になる。
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【０００７】
　[0007]本開示の様々な例および実装形態は、アクセス端末が、サービングセルから移動
し、ターゲットセルに接続する前に、ターゲットセルの最小しきい値を検討することを可
能にすることによって、１つまたは複数の通信規格のセル選択特徴の改善を容易にする。
本開示の少なくとも１つの態様によれば、アクセス端末が提供される。そのようなアクセ
ス端末の１つまたは複数の例は、ワイヤレス通信を容易にするように適応された通信イン
ターフェースと記憶媒体とを含み得る。通信インターフェースおよび記憶媒体は処理回路
に結合され得る。処理回路は、チャネル解放時に（upon a channel release）サービング
セルからターゲットセルに接続するようにアクセス端末に指示するセル選択命令を受信す
るように適応され得る。処理回路はまた、ターゲットセルの１つまたは複数の信号パラメ
ータがそれぞれのしきい値を上回るかどうかを判断するように適応され得る。処理回路は
、セル選択命令と、１つまたは複数の信号パラメータがそれぞれのしきい値を上回ること
とに応答してターゲットセルに接続するようにさらに適応され得る。
【０００８】
　[0008]本開示の１つまたは複数の追加の態様は、アクセス端末上で動作可能な方法を提
供し、かつ／またはそのような方法を実行するための手段を含むアクセス端末を提供する
。そのような方法の１つまたは複数の例は、チャネル解放時にサービングセルからターゲ
ットセルに接続するようにアクセス端末に指示するセル選択命令を受信することを含み得
る。ターゲットセルの１つまたは複数の信号パラメータがそれぞれのしきい値を上回るか
どうかが判断され得る。セル選択命令と、１つまたは複数の信号パラメータがそれぞれの
しきい値を上回ることとに応答して、アクセス端末はターゲットセルに接続し得る。
【０００９】
　[0009]本開示のまたさらなる態様は、アクセス端末上で動作可能な命令を備える機械可
読媒体を含む。１つまたは複数の例によれば、そのような命令は、チャネル解放時にサー
ビングセルからターゲットセルに接続するようにアクセス端末に指示するセル選択命令を
受信することをプロセッサに行わせ得る。命令は、ターゲットセルの１つまたは複数の信
号パラメータがそれぞれのしきい値を上回るかどうかを判断することをプロセッサにさら
に行わせ得る。命令はまた、セル選択命令と、１つまたは複数の信号パラメータがそれぞ
れのしきい値を上回ることの両方に応答してターゲットセルに接続することをプロセッサ
に行わせ得る。
【００１０】
　[0010]本開示の追加の態様は、ワイヤレスネットワークデバイスを提供する。１つまた
は複数の例によれば、そのようなワイヤレスネットワークデバイスは、処理回路に結合さ
れた通信インターフェースと記憶媒体とを含み得る。処理回路は、アクセス端末にチャネ
ル解放メッセージを送るように適応され得る。チャネル解放メッセージは、チャネル解放
時にターゲットセルに接続するようにアクセス端末に指示するセル選択命令と、ターゲッ
トセルに接続する前に満たされるべき、少なくとも１つの信号パラメータのそれぞれの値
を示す少なくとも１つのしきい値とを含むことができる。
【００１１】
　[0011]本開示のさらなる態様は、ワイヤレスネットワークデバイス上で動作可能な方法
を含み、かつ／またはそのような方法を実行するための手段を含むワイヤレスネットワー
クデバイスを含む。少なくとも１つの例によれば、そのような方法は、アクセス端末とア
クティブ呼を行うこと（conducting an active call with an access terminal）を含み
得る。チャネル解放メッセージはアクセス端末に送られ得、チャネル解放メッセージは、
セル選択命令と１つまたは複数のしきい値とを含む。セル選択命令は、チャネル解放時に
ターゲットセルに接続するようにアクセス端末に指示し得る。１つまたは複数のしきい値
は、ターゲットセルに接続する前に満たされるべき、少なくとも１つの信号パラメータの
それぞれの値を示すように適応され得る。
【００１２】
　[0012]本開示の少なくとも１つの追加の態様は、ワイヤレスネットワークデバイス上で



(8) JP 2015-512221 A 2015.4.23

10

20

30

40

50

動作可能な命令を備えるプロセッサ可読媒体を含む。１つまたは複数の例によれば、その
ような命令は、アクセス端末とアクティブ呼を行うことと、アクセス端末にチャネル解放
メッセージを送ることとをプロセッサに行わせ得る。チャネル解放メッセージは、チャネ
ル解放時にターゲットセルに接続するようにアクセス端末に指示するセル選択命令を含み
得る。チャネル解放メッセージはまた、ターゲットセルに接続する前に満たされるべき、
１つまたは複数の信号パラメータのそれぞれの値を示す１つまたは複数のしきい値を含み
得る。
【００１３】
　[0013]本発明の特定の例示的な実施形態の以下の説明を添付の図と併せて検討すれば、
当業者には、本発明の他の態様、特徴、および実施形態が明らかになろう。本発明の特徴
が、以下のいくつかの実施形態および図に関連して説明され得るが、本発明のすべての実
施形態は、本明細書で説明する有利な特徴のうちの１つまたは複数を含むことができる。
言い換えれば、１つまたは複数の実施形態が、いくつかの有利な特徴を有するものとして
説明され得るが、そのような特徴のうちの１つまたは複数は、本明細書で説明する本発明
の様々な実施形態に従っても使用され得る。同様に、例示的な実施形態が、以下ではデバ
イス、システム、または方法の実施形態として説明され得るが、そのような例示的な実施
形態は、様々なデバイス、システム、および方法で実装され得ることを理解されたい。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】[0014]少なくとも１つの例による、ワイヤレス通信システムのより抜きの構成要
素を示す（illustrating select components）ブロック図。
【図２】[0015]異なる無線アクセス技術を表す２つのカバレージエリアＡおよびＢがある
エリア内で動作するアクセス端末の一例を示すブロック図。
【図３】[0016]少なくとも１つの例による、セル選択プロシージャを示す簡略化した流れ
図。
【図４】[0017]少なくとも１つの例による、アクセス端末のより抜きの構成要素を示すブ
ロック図。
【図５】[0018]本発明のいくつかの実施形態による、アクセス端末上で動作可能な方法の
少なくとも１つの例を示す流れ図。
【図６】[0019]少なくとも１つの例による、ワイヤレスネットワークデバイスのより抜き
の構成要素を示すブロック図。
【図７】[0020]本発明のいくつかの実施形態による、ワイヤレスネットワークデバイス上
で動作可能な方法の少なくとも１つの例を示す流れ図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　[0021]添付の図面に関して以下に示す説明は、様々な構成を説明するものであり、本明
細書で説明する概念および特徴が実施され得る唯一の構成を表すものではない。以下の説
明は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を含む。ただし、これらの概
念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者には明らかであろう。いくつ
かの例では、説明する概念および特徴を不明瞭にしないように、よく知られている回路、
構造、技法、および構成要素をブロック図の形式で示す。
【００１６】
　[0022]本開示全体にわたって提示する様々な概念は、幅広い様々な電気通信システム、
ネットワークアーキテクチャ、および通信規格にわたって実施され得る。たとえば、本明
細書で説明する概念は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分割多元接続（
ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク、直交ＦＤＭＡ
（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワー
クなどのワイヤレス通信ネットワークにおいて採用され得る。「ネットワーク」および「
システム」という用語は、しばしば互換的に使用される。ＣＤＭＡネットワークは、ユニ
バーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial Radio Access）、ｃｄｍ
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ａ２０００などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡネットワーク（ＵＴＲＡＮ）は、広帯
域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））と低チップレート（ＬＣＲ）とを含む。ＣＤＭ
Ａ２０００は、ＩＳ－２０００とＩＳ－９５とＩＳ－８５６規格とをカバーする。ＴＤＭ
Ａネットワークは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ：Global System for Mo
bile Communications）などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡネットワークは、発展
型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１、ＩＥＥＥ８０２．１６、ＩＥＥＥ
８０２．２０、ＦｌａｓｈＯＦＤＭ（登録商標）などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡ
、Ｅ－ＵＴＲＡおよびＧＳＭは、ユニバーサルモバイル通信システム（ＵＭＴＳ：Univer
sal Mobile Telecommunication System）の一部である。ロングタームエボリューション
（ＬＴＥ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの改良型のリリースである。ＵＴＲＡ、
Ｅ－ＵＴＲＡ、ＧＳＭ、ＵＭＴＳおよびＬＴＥは、「第３世代パートナーシップ・プロジ
ェクト」（３ＧＰＰ）と称する団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００は、
「第３世代パートナーシップ・プロジェクト　２」（３ＧＰＰ２）と称する団体からの文
書に記載されている。これらの様々な無線技術および規格が当技術分野で知られている。
限定ではなく例として、本開示のいくつかの態様をＧＳＭ、ＷＣＤＭＡおよびＬＴＥに関
して以下で説明し、関係する用語が、以下の説明の大部分において見つけられ得る。
【００１７】
　[0023]図１は、少なくとも１つの例による、ワイヤレス通信システム１００のより抜き
の構成要素を示すブロック図である。概して、ワイヤレス通信システム１００は、互いに
対話するように適応されたアクセス端末１０２と、無線アクセスネットワーク１０４と、
コアネットワーク１０６とを含むことができる。
【００１８】
　[0024]アクセス端末１０２は、概して、ワイヤレス信号を通して１つまたは複数の他の
デバイスと通信するデバイスを含む。アクセス端末は、当業者によって、ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）、移動局（ＭＳ）、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニ
ット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバ
イス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末（ＡＴ）、モバイル端末、ワ
イヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、端末、ユーザエージェント、モバイルクラ
イアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。アクセ
ス端末のいくつかの非限定的な例としては、モバイルフォン、ページャ、ワイヤレスモデ
ム、携帯情報端末、個人情報マネージャ（ＰＩＭ）、パーソナルメディアプレーヤ、パー
ムトップコンピュータ、ラップトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、テレビジ
ョン、アプライアンス、電子リーダー、デジタルビデオレコーダ（ＤＶＲ）、パーソナル
エンターテインメントデバイス、ネットワークアクセスポイント、および／または少なく
とも部分的にワイヤレスまたはセルラーネットワークを通して通信する他の通信／コンピ
ューティングデバイスがある。１つまたは複数のアクセス端末１０２は、無線アクセスネ
ットワーク１０４を通してワイヤレスネットワークと通信することができる。
【００１９】
　[0025]無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１０４は、概して、１つまたは複数のアク
セス端末１０２とコアネットワーク１０６との間のトラフィックおよびシグナリングを管
理するように適応される。無線アクセスネットワーク１０４は、当業者によって、基地局
サブシステム（ＢＳＳ）、アクセスネットワーク、ＵＭＴＳ地上無線アクセスネットワー
ク（ＵＴＲＡＮ：UMTS Terrestrial Radio Access Network）などと呼ばれることもある
。無線アクセスネットワーク１０４は、１つまたは複数の基地局１０８と基地局コントロ
ーラ（ＢＳＣ）１１０とを含むことができる。
【００２０】
　[0026]１つまたは複数の基地局１０８は、１つまたは複数のアクセス端末１０２のネッ
トワークへのワイヤレス接続性を容易にするインターフェース要素である。（１つまたは
複数の）基地局１０８は、当業者によって、アクセスポイント、トランシーバ基地局（Ｂ
ＴＳ）、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット（ＢＳ
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Ｓ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、フェムトセル、ピコセル、または何ら
かの他の好適な用語で呼ばれることもある。
【００２１】
　[0027]１つまたは複数の基地局１０８は、当業者によって無線ネットワークコントロー
ラ（ＲＮＣ）と呼ばれることもある基地局コントローラ（ＢＳＣ）１１０に通信可能に結
合される。基地局コントローラ１１０は、概して、基地局コントローラ１１０に接続され
た１つまたは複数の基地局１０８に関連する１つまたは複数のカバレージエリア内でのワ
イヤレス接続の確立、解放、および維持を担当する。基地局コントローラ１１０は、コア
ネットワーク１０６の１つまたは複数のノードに通信可能に結合され得る。
【００２２】
　[0028]コアネットワーク１０６は、無線アクセスネットワーク１０４を介して接続され
たアクセス端末１０２に様々なサービスを提供するワイヤレス通信システム１００の一部
分である。コアネットワーク１０６は、回線交換（ＣＳ：circuit-switched）ドメインと
パケット交換（ＰＳ：packet-switched）ドメインとを含み得る。回線交換要素のいくつ
かの例としては、ＭＳＣ／ＶＬＲ１１２として識別された、モバイル交換センター（ＭＳ
Ｃ：mobile switching center）およびビジターロケーションレジスタ（ＶＬＲ：visitor
 location register）、ならびにゲートウェイＭＳＣ（ＧＭＳＣ：Gateway MSC）１１４
がある。パケット交換要素のいくつかの例としては、サービングＧＰＲＳサポートノード
（ＳＧＳＮ：Serving GPRS Support Node）１１６およびゲートウェイＧＰＲＳサポート
ノード（ＧＧＳＮ：Gateway GPRS Support Node）１１８がある。ＥＩＲ、ＨＬＲ、ＶＬ
ＲおよびＡｕＣなど、他のネットワーク要素が含まれ得、それらの一部または全部が回線
交換ドメインとパケット交換ドメインの両方によって共有され得る。アクセス端末１０２
は、回線交換ドメインを介して公衆交換電話網（ＰＳＴＮ：public switched telephone 
network）１２０へのアクセスを取得し、パケット交換ドメインを介してＩＰネットワー
ク１２２へのアクセスを取得することができる。
【００２３】
　[0029]図２に、Ａ１、Ａ２、Ａ３、およびＡ４として識別される基地局１０８によって
サービスされる第１のカバレージエリアＡと、Ｂ１およびＢ２として識別される基地局１
０８によってサービスされる第２のカバレージエリアＢとの内のアクセス端末１０２の一
例を示す。図２に示すように、アクセス端末１０２は、第１のカバレージエリアＡ中の基
地局Ａ１とアクティブに通信している。したがって、基地局Ａ１に関連するセルは、サー
ビングセルと呼ばれることがある。カバレージエリアＡは無線アクセス技術Ａを採用し、
一方カバレージエリアＢは無線アクセス技術Ｂを採用する。たとえば、カバレージエリア
ＡはＧＳＭを採用し得、一方カバレージエリアＢはＷＣＤＭＡまたはＬＴＥを採用し得る
が、他の無線アクセス技術および／または異なる無線アクセス技術が採用され得ることを
、当業者なら認識されよう。
【００２４】
　[0030]図２に示した例では、アクセス端末１０２と基地局Ａ１との間の実線矢印によっ
て示されるように、ＧＳＭを採用する第１のカバレージエリアＡの基地局Ａ１と回線交換
呼を行うアクセス端末１０２が示されている。回線交換呼が完了すると、基地局Ａ１は、
すべてのトラフィックチャネル（ＴＣＨ：traffic channel）とスタンドアロン専用制御
チャネル（ＳＤＣＣＨ：standalone dedicated control channel）とを解放するためにチ
ャネル解放メッセージを送る。チャネル解放メッセージはまた、セル再選択命令を含むこ
とができる。たとえば、ＧＳＭ規格は、リリース６以降では、すべてのトラフィックチャ
ネル（ＴＣＨ）およびスタンドアロン専用制御チャネル（ＳＤＣＣＨ）の解放後にセル選
択インジケータを含めるネットワークの能力を含む。これらのチャネルは、識別されたチ
ャネルの解放後にアクセス端末１０２によって使用され得る。この特徴は、さらに、３Ｇ
ＰＰ規格文書ＴＳ　４４．０１８およびＴＳ　４５．００８、および、３ＧＰＰ変更要求
文書ＧＰ－０４０５３３およびＧＰ０４０５４２に記載されており、それらの文書のすべ
ては、本明細書に完全に記載されているように、参照により本明細書にその全体が組み込
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まれる。図２に示す例では、セル再選択命令は、アクセス端末１０２と基地局Ｂ１との間
の破線矢印によって示されるように、アクセス端末１０２が、カバレージエリアＢ中の基
地局Ｂ１に関連するセルを再選択すべきという指示を含む。言い換えれば、カバレージエ
リアＡ中の基地局Ａ１に関連するＧＳＭセルとの回線交換呼の最後にアクセス端末１０２
によって受信されたセル再選択命令に従って、アクセス端末１０２は、ＧＳＭセルからで
きるだけ早く変化し、カバレージエリアＢ中の基地局Ｂ１に関連するＵＴＲＡ／Ｅ－ＵＴ
ＲＡセルにキャンプオンするように命令される。したがって、基地局Ｂ１に関連するセル
は、ターゲットセルと呼ばれることがある。
【００２５】
　[0031]本開示の特徴に従って、３ＧＰＰ規格によって従来定義されているように、でき
るだけ早くカバレージエリアＢのＵＴＲＡ／Ｅ－ＵＴＲＡに接続する代わりに、アクセス
端末１０２は、信号対雑音（たとえば、ＥｃＮｏ）および信号強度（たとえば、受信信号
コード電力（ＲＳＣＰ：received signal code power））が何らかのしきい値を上回るか
どうかを判断するように適応される。
【００２６】
　[0032]図３は、本開示の少なくとも１つの例による、セル選択プロシージャを示す簡略
化した流れ図である。ワイヤレスネットワークデバイスは、この例では、説明のために、
ネットワークノード３０２として識別される。ネットワークノード３０２は、サービング
セルに関連付けられ、無線アクセスネットワークおよび／または無線アクセスネットワー
ク中の基地局として実装され得る。最初に、ネットワークノード３０２およびアクセス端
末１０２は、ステップ３０４において、アクティブ呼に参加することができる。たとえば
、アクセス端末１０２は、ネットワークノード３０２との回線交換ＧＳＭ呼に参加してい
ることがあり得る。アクティブ呼の最後に、ネットワークノード３０２はチャネル解放メ
ッセージ３０６を送る。このチャネル解放メッセージは、すべてのトラフィックチャネル
（ＴＣＨ）およびスタンドアロン専用制御チャネル（ＳＤＣＣＨ）の解放後のセル選択イ
ンジケータなど、セル選択命令を含む。上記のように、このセル選択命令は、アクセス端
末１０２に、サービングセルから変更し、ターゲットセルに接続するように伝える。セル
選択命令は、特定の基地局によって、または特定の無線アクセス技術（たとえば、ＷＣＤ
ＭＡ、ＬＴＥ）によってターゲットセルを指定し得る。
【００２７】
　[0033]３０８において、アクセス端末１０２は、アクセス端末１０２がターゲットセル
に接続することになる前に満たされなければならない、信号対雑音比および信号強度など
の最小信号パラメータのしきい値を取得する。少なくとも１つの例では、アクセス端末１
０２は、チャネル解放メッセージからこれらのしきい値を取得する。言い換えれば、ネッ
トワークノード３０２は、チャネル解放メッセージ中にこれらのしきい値をめることがで
きる。１つまたは複数の他の例では、これらのしきい値は、アクセス端末１０２中で事前
プロビジョニングされ（pre-provisioned）、アクセス端末１０２は、アクセス端末１０
２中の記憶媒体からその値を取得することができる。事前プロビジョニングされたしきい
値は、登録時に、または、チャネル解放メッセージを受信するより前の任意の他の時間に
事業者によって与えられ得る。
【００２８】
　[0034]アクセス端末１０２は、しきい値を取得した後、３１０において、信号パラメー
タ（たとえば、信号対雑音比および信号強度）がしきい値を上回るかどうかを判断するた
めにターゲットセルを分析する。いくつかの例では、アクセス端末１０２は、サービング
セル（たとえば、ＧＳＭなどのサービング無線アクセス技術）上でのページ（すなわち、
キャンピング）を監視する（monitoring for pages (i.e., camping)）間に、これらの信
号パラメータを測定する。他の例では、アクセス端末１０２は、ある時間期間の間ターゲ
ットセル（たとえば、ＷＣＤＭＡ、ＬＴＥなどのターゲット無線アクセス技術）に移動し
、信号パラメータがしきい値を上回る新しいワイヤレスネットワークデバイス（たとえば
、基地局）を発見しようと試みる。
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【００２９】
　[0035]３１２において、信号パラメータ（またはメトリック）がしきい値を上回る場合
、アクセス端末１０２はターゲットセルに接続する。そうではなく、３１４において、信
号パラメータがしきい値を下回る場合、アクセス端末１０２はＧＳＭセルにキャンプオン
したままでいる。
【００３０】
　[0036]図４は、少なくとも１つの例による、アクセス端末４００のより抜きの構成要素
を示すブロック図である。アクセス端末４００は、通信インターフェース４０４と記憶媒
体４０６とに結合された処理回路４０２を含み得る。
【００３１】
　[0037]処理回路４０２は、データを取得し、処理しかつ／または送り、データアクセス
および記憶を制御し、コマンドを発行し、他の所望の動作を制御するように構成される。
処理回路４０２は、少なくとも１つの実施形態では、適切な媒体によって与えられた所望
のプログラミングを実装するように構成された回路を含み得る。たとえば、処理回路４０
２は、１つまたは複数のプロセッサ、１つまたは複数のコントローラ、および／または実
行可能プログラミングを実行するように構成された他の構造として実装され得る。処理回
路４０２の例は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集
積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプ
ログラマブル論理構成要素、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構
成要素、または本明細書で説明する機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合
せを含み得る。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサ、ならびに任意の従来のプロセッ
サ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械を含み得る。処理回路４０２
はまた、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、いくつかのマイクロプロセッサ、ＤＳ
Ｐコアと連携する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、ＡＳＩＣとマイクロプロセッ
サ、または任意の他の数の様々な構成など、コンピューティング構成要素の組合せとして
実装され得る。処理回路４０２のこれらの例は説明のためであり、本開示の範囲内の他の
好適な構成も企図される。
【００３２】
　[0038]処理回路４０２は、記憶媒体４０６に記憶され得るプログラミングの実行を含む
処理に適応される。本明細書において使われるように、「プログラミング」という用語は
、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言
語などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラム
コード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、ソ
フトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブ
ジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを限定なしで含むと広
く解釈されたい。少なくとも１つの例によれば、処理回路はセル選択モジュール４０８を
含み得る。セル選択モジュール４０８は、アクセス端末に関して本明細書で説明するセル
選択動作を実行するように適応された回路および／またはプログラミング（たとえば、記
憶媒体４０６に記憶されたプログラミング）を含み得る。
【００３３】
　[0039]通信インターフェース４０４は、アクセス端末４００のワイヤレス通信を容易に
するように構成される。たとえば、通信インターフェース４０４は、１つまたは複数のワ
イヤレスネットワークデバイス（たとえば、ネットワークノード）に関して双方向の情報
の通信を容易にするように適応された回路および／またはプログラミングを含み得る。通
信インターフェース４０４は、１つまたは複数のアンテナ（図示せず）に結合され得、少
なくとも１つの受信機回路４１０（たとえば、１つまたは複数の受信機チェーン）および
／または少なくとも１つの送信機回路４１２（たとえば、１つまたは複数の送信機チェー
ン）を含むワイヤレストランシーバ回路を含む。
【００３４】
　[0040]記憶媒体４０６は、プロセッサ実行可能コードまたは命令（たとえば、ソフトウ
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ェア、ファームウェア）、電子データ、データベース、または他のデジタル情報など、プ
ログラミングおよび／またはデータを記憶するための１つまたは複数のデバイスを表し得
る。記憶媒体４０６はまた、プログラミングを実行するときに、処理回路４０２によって
操作されるデータを記憶するために使用され得る。記憶媒体４０６は、汎用または専用プ
ロセッサによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例と
して、記憶媒体４０６は、磁気ストレージデバイス（たとえば、ハードディスク、フロッ
ピー（登録商標）ディスク、磁気ストリップ）、光記憶媒体（たとえば、コンパクトディ
スク（ＣＤ）、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ））、スマートカード、フラッシュメモ
リデバイス（たとえば、カード、スティック、キードライブ）、ランダムアクセスメモリ
（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、消去可
能ＰＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、レ
ジスタ、リムーバブルディスクなどの非一時的コンピュータ可読媒体、および／または情
報を記憶するための他の非一時的コンピュータ可読媒体、ならびにそれらの任意の組合せ
を含み得る。
【００３５】
　[0041]記憶媒体４０６は、処理回路４０２が記憶媒体４０６から情報を読み取り、かつ
記憶媒体４０６に情報を書き込むことができるように処理回路４０２に結合され得る。す
なわち、記憶媒体４０６は、記憶媒体４０６が少なくとも処理回路４０２によってアクセ
ス可能であるように処理回路４０２に結合され得、記憶媒体４０６が処理回路４０２と一
体である例、および／または記憶媒体４０６が処理回路４０２とは別個である（たとえば
、アクセス端末４００に常駐する、アクセス端末４００の外部にある、複数のエンティテ
ィ上に分散される）例を含む。
【００３６】
　[0042]記憶媒体４０６によって記憶されたプログラミングは、処理回路４０２によって
実行されたとき、本明細書で説明される様々な機能および／またはプロセスステップのう
ちの１つまたは複数を処理回路４０２に実行させる。記憶媒体４０６は、しきい値４１４
および／またはセル選択動作（すなわち、命令）４１６を含み得る。しきい値４１４は、
本明細書で説明するように、ターゲットセルの信号パラメータ（またはメトリック）がタ
ーゲットセルを選択するのに十分であるかどうかを判断するために、処理回路４０２によ
って、たとえば、セル選択モジュール４０８の中で採用可能なしきい値を含むことができ
る。例として、しきい値４１４は、信号対雑音（たとえば、ＥｃＮｏ）および／または信
号強度（たとえば、受信信号コード電力（ＲＳＣＰ））の値を含み得る。セル選択動作４
１６は、処理回路４０２によって、たとえば、セル選択モジュール４０８の中で実装され
得るプログラミングを含み得る。したがって、本開示の１つまたは複数の態様によれば、
処理回路４０２は、本明細書で説明するアクセス端末（たとえば、アクセス端末１０２）
のいずれかまたはすべてのためのプロセス、機能、ステップおよび／またはルーチンのい
ずれかまたはすべてを実行するように適応され得る。本明細書で使用する、処理回路４０
２に関する「適応される（adapted）」という用語は、本明細書で説明される様々な特徴
に従って、処理回路４０２が、特定のプロセス、機能、ステップおよび／またはルーチン
を実行するように構成、採用、実装、および／またはプログラムされることのうちの１つ
または複数を指すことがある。
【００３７】
　[0043]図５は、アクセス端末４００などのアクセス端末上で動作可能な方法の少なくと
も１つの例を示す流れ図である。図４および図５を参照すると、アクセス端末４００は、
ステップ５０２において、チャネル解放時にサービングセルからターゲットセルに接続す
るようにアクセス端末４００に指示するセル選択命令を受信する。たとえば、セル選択動
作４１６を実行する処理回路４０２（たとえば、セル選択モジュール４０８）は、通信イ
ンターフェース４０４を介してセル選択命令を受信し得る。いくつかの例では、セル選択
命令は、ワイヤレスネットワークデバイスとのアクティブ呼の最後に通信回路４０４を介
して受信されるチャネル解放メッセージに含められ得る。セル選択命令は、すべてのトラ
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フィックチャネル（ＴＣＨ）およびスタンドアロン専用制御チャネル（ＳＤＣＣＨ）の解
放後のセル選択インジケータであり得る。上記のように、このセル選択命令は、１つまた
は複数のチャネルの解放時にサービングセルから変更し、ターゲットセルに接続するよう
にセル選択動作４１６を実行する処理回路（たとえば、セル選択モジュール４０８）に指
示する。セル選択命令は、特定の基地局識別子によって、または特定の無線アクセス技術
（たとえば、ＷＣＤＭＡ、ＬＴＥ）によってターゲットセルを指定し得る。
【００３８】
　[0044]ステップ５０４において、アクセス端末４００は、１つまたは複数の信号パラメ
ータのそれぞれのしきい値を取得し得る。たとえば、セル選択動作４１６を実行する処理
回路４０２（たとえば、セル選択モジュール４０８）は、１つまたは複数の信号パラメー
タのそれぞれのしきい値を取得し得、信号パラメータは、信号対雑音比および／または信
号強度を含み得る。少なくとも１つの例では、それぞれのしきい値は、事前プロビジョニ
ングされ、記憶媒体４０６に記憶され得、したがって、セル選択動作４１６を実行する処
理回路４０２（たとえば、セル選択モジュール４０８）は、記憶媒体４０６からそれぞれ
のしきい値４１４を取得し得る。１つまたは複数の他の例では、セル選択動作４１６を実
行する処理回路４０２（たとえば、セル選択モジュール４０８）は、通信インターフェー
ス４０４を介してセル選択命令とともにネットワークからそれぞれのしきい値を受信し得
る。たとえば、処理回路４０２は、それぞれのしきい値とセル選択命令の両方を含むチャ
ネル解放メッセージを通信インターフェース４０４を介して受信し得る。
【００３９】
　[0045]ステップ５０６において、アクセス端末５００は、ターゲットセルの１つまたは
複数の信号パラメータがそれぞれのしきい値を上回るかどうかを判断する。たとえば、セ
ル選択動作４１６を実行する処理回路４０２（たとえば、セル選択モジュール４０８）は
、ターゲットセルの１つまたは複数の信号パラメータがそれぞれのしきい値を上回るかど
うかを判断することができる。少なくとも１つの例では、セル選択動作４１６を実行する
処理回路４０２（たとえば、セル選択モジュール４０８）は、ターゲットセルの１つまた
は複数の信号パラメータを測定することができる。いくつかの事例では、処理回路４０２
は、サービングセルから移動する前にターゲットセルについての１つまたは複数の信号パ
ラメータを測定し得る。言い換えれば、処理回路４０２は、サービングセル上でのページ
（すなわち、キャンピング）を監視する間に、ターゲットセルについての１つまたは複数
の信号パラメータを測定し得る。他の例では、処理回路４０２は、所定の時間期間の間タ
ーゲットセルに関連する無線アクセス技術（ＲＡＴ）に切り替わり得（または移動し得）
、１つまたは複数の信号パラメータがそれぞれのしきい値を上回るターゲットＲＡＴにお
いてセルを捜し求めてターゲットＲＡＴにおいて１つまたは複数のセルについての１つま
たは複数の信号パラメータを測定し得る。
【００４０】
　[0046]１つまたは複数の信号パラメータを測定した後、セル選択動作４１６を実行する
処理回路４０２（たとえば、セル選択モジュール４０８）は、測定された値をそれぞれの
しきい値と比較することができる。すなわち、処理回路４０２は、各測定された値がそれ
ぞれのしきい値を上回るかどうかを確立するために１つまたは複数の信号パラメータの各
々の測定された値を分析することができる。
【００４１】
　[0047]ステップ５０６において、１つまたは複数の信号パラメータがそれぞれのしきい
値を上回ると判断される場合、アクセス端末５００は、ステップ５０８において、ターゲ
ットセルに接続することができる。たとえば、セル選択動作４１６を実行する処理回路４
０２（たとえば、セル選択モジュール４０８）は、ターゲットセルに変更するようにアク
セス端末４００に指示するセル選択命令に応答して、および１つまたは複数の信号パラメ
ータがそれぞれのしきい値を上回ることに応答してターゲットセルに接続することができ
る。ターゲットセルへの接続は、無線アクセス技術および任意の関連規格による従来の接
続プロシージャを含み得る。
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【００４２】
　[0048]一方、少なくとも１つの信号パラメータがそれぞれのしきい値を上回らないと判
断される場合、アクセス端末５００は、サービングセルを採用することができる。たとえ
ば、ターゲットセルについての１つまたは複数の信号パラメータを測定する間に、処理回
路４０２がサービングセルに接続されたままであった場合、処理回路４０２は、サービン
グセルにキャンプオンしたままであり得る。処理回路４０２が、ターゲットセルに関連す
る無線アクセス技術に切り替わった場合、処理回路４０２は、サービングセルに関連する
無線アクセス技術に戻ることができ、サービングセルに再び接続し、サービングセルにキ
ャンプオンすることができる。
【００４３】
　[0049]図６は、少なくとも１つの例による、ワイヤレスネットワークデバイス６００の
より抜きの構成要素を示すブロック図である。ワイヤレスネットワークデバイス６００は
、通信インターフェース６０４と記憶媒体６０６とに結合された処理回路６０２を含み得
る。
【００４４】
　[0050]処理回路６０２は、概して、セル選択モジュールの代わりに、処理回路６０２が
チャネル解放モジュール６０８を含むことができることを除いて、図４の処理回路４０２
に関して上記で説明したように構成される。チャネル解放モジュール６０８は、ワイヤレ
スネットワークデバイスに関して本明細書で説明するチャネル解放動作を実行するように
適応された回路および／またはプログラミング（たとえば、記憶媒体６０６に記憶された
プログラミング）を含み得る。
【００４５】
　[0051]通信インターフェース６０４は、ワイヤレスネットワークデバイス６００のワイ
ヤレス通信を容易にするように構成される。たとえば、通信インターフェース６０４は、
１つまたは複数のアクセス端末に関して双方向の情報の通信を容易にするように適応され
た回路および／またはプログラミングを含み得る。通信インターフェース６０４は、１つ
または複数のアンテナ（図示せず）に結合され得、少なくとも１つの受信機回路６１０（
たとえば、１つまたは複数の受信機チェーン）および／または少なくとも１つの送信機回
路６１２（たとえば、１つまたは複数の送信機チェーン）を含むワイヤレストランシーバ
回路を含む。
【００４６】
　[0052]記憶媒体６０６は、概して、記憶媒体６０６が、図４の記憶媒体４０６に記憶さ
れたプログラミングおよび／またはデータとは異なるプログラミングおよび／またはデー
タを含み得ることを除いて、図４を参照して上記で説明した記憶媒体４０６と同様に構成
され得る。たとえば、記憶媒体６０６はチャネル解放動作（すなわち、命令）６１４を含
み得る。チャネル解放動作６１４は、処理回路６０２によって、たとえば、チャネル解放
モジュール６０８の中で実装され得るプログラミングを含む。したがって、本開示の１つ
または複数の態様によれば、処理回路６０２は、本明細書で説明するワイヤレスネットワ
ークデバイス（たとえば、無線アクセスネットワーク１０４、基地局１０８、基地局コン
トローラ１１０、基地局Ａ１、基地局Ｂ１、ネットワークノード３０２など）のいずれか
またはすべてのためのプロセス、機能、ステップおよび／またはルーチンのいずれかまた
はすべてを実行するように適応され得る。本明細書で使用する、処理回路６０２に関する
「適応される（adapted）」という用語は、本明細書で説明される様々な特徴に従って、
処理回路６０２が、特定のプロセス、機能、ステップおよび／またはルーチンを実行する
ように構成、採用、実装、および／またはプログラムされることのうちの１つまたは複数
を指すことがある。
【００４７】
　[0053]図７は、ワイヤレスネットワークデバイス６００などのワイヤレスネットワーク
デバイス上で動作可能な方法の少なくとも１つの例を示す流れ図である。図６および図７
を参照すると、ワイヤレスネットワークデバイス６００は、ステップ７０２において、ア
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クセス端末とアクティブ呼を行うことができる。たとえば、処理回路６０２は、通信イン
ターフェース６０４を介してアクセス端末とアクティブに通信することができる。少なく
とも１つの例では、アクティブ呼は、回線交換ＧＳＭ呼（a circuit-switched GSM call
）であり得、ワイヤレスネットワークデバイス６００とアクセス端末との間の通信は、Ｇ
ＳＭ無線アクセス技術に関連する規格に従って行われ得る。
【００４８】
　[0054]アクティブ呼の最後に、ワイヤレスネットワークデバイス６００は、ステップ７
０４において、アクセス端末にチャネル解放メッセージを送ることができる。たとえば、
チャネル解放動作６１４を実行する処理回路６０２（たとえば、チャネル解放モジュール
６０８）は、チャネル解放メッセージを生成し通信インターフェース６０４を介して送り
得る。処理回路６０２によって生成され、通信インターフェースを介して送られたチャネ
ル解放メッセージは、セル選択命令と１つまたは複数のしきい値とを含むことができる。
【００４９】
　[0055]セル選択命令は、チャネル解放時にターゲットセルに接続するようにアクセス端
末に指示するように適応される。少なくとも１つの例では、アクティブ呼が回線交換ＧＳ
Ｍ呼である場合、セル選択命令は、すべてのトラフィックチャネル（ＴＣＨ）およびスタ
ンドアロン専用制御チャネル（ＳＤＣＣＨ）の解放後のセル選択インジケータであり得る
。いくつかの事例では、セル選択命令は、アクセス端末ができるだけ迅速にキャンプオン
するように命令された特定のセル（またはワイヤレスネットワークデバイス）を識別し得
る。他の事例では、セル選択命令は、アクセス端末ができるだけ迅速にキャンプオンする
ように命令された無線アクセス技術（ＲＡＴ）を識別し得る。無線アクセス技術は、無線
アクセス技術に関連する周波数によって識別され得る。
【００５０】
　[0056]１つまたは複数のしきい値は、アクセス端末がターゲットセルに接続することに
なる前に満たされるべき、１つまたは複数の信号パラメータのそれぞれの値を示すことが
できる。たとえば、１つまたは複数のしきい値は、アクセス端末がターゲットセルに接続
することになる前に満たされるか、または超えられるべき、信号対雑音比および信号強度
のそれぞれの値を示し得る。
【００５１】
　[0057]図１、図２、図３、図４、図５、図６、および／または図７に示した構成要素、
ステップ、特徴および／または機能のうちの１つまたは複数は、単一の構成要素、ステッ
プ、特徴または機能に再構成され、かつ／もしくは組み合わされてよく、または、いくつ
かの構成要素、ステップ、もしくは機能で具現化され得る。また、本開示の範囲から逸脱
することなく追加の要素、構成要素、ステップ、および／または機能が追加され得る。図
１、図２、図４および／または図６に示した装置、デバイス、および／または構成要素は
、図３、図５および／または図７で説明した方法、特徴、またはステップのうちの１つま
たは複数を実行するように構成され得る。本明細書で説明した新規のアルゴリズムはまた
、効率的にソフトウェアで実装されかつ／またはハードウェアに組み込まれ得る。
【００５２】
　[0058]また、少なくともいくつかの実装形態について、フローチャート、流れ図、構造
図、またはブロック図として示されたプロセスとして説明したことに留意されたい。フロ
ーチャートは動作を逐次プロセスとして説明することがあるが、動作の多くは並行してま
たは同時に実行され得る。さらに、動作の順序は並べ替えられ得る。プロセスは、それの
動作が完了したときに終了する。プロセスは、方法、関数、プロシージャ、サブルーチン
、サブプログラムなどに対応し得る。プロセスが関数に対応する場合、その終了は呼出し
側関数またはメイン関数への関数の復帰に対応する。
【００５３】
　[0059]さらに、本明細書で開示する実施形態に関連して説明した様々な例示的な論理ブ
ロック、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、ハードウェア、ソフトウェ
ア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、またはそれらの任意の組合せとし
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例示的な構成要素、ブロック、モジュール、回路、およびステップを、上記では概してそ
れらの機能に関して説明した。そのような機能をハードウェアとして実装するか、または
ソフトウェアとして実装するかは、特定の適用例および全体的なシステムに課された設計
制約に依存する。
【００５４】
　[0060]「機械可読媒体」、「コンピュータ可読媒体」、および／または「プロセッサ可
読媒体」という用語は、限定はしないが、ポータブルまたは固定記憶デバイス、光記憶デ
バイス、ならびに（１つまたは複数の）命令および／またはデータを記憶、含有または搬
送することが可能な様々な他の非一時的媒体を含み得る。したがって、本明細書で説明す
る様々な方法は、「機械可読媒体」、「コンピュータ可読媒体」、および／または「プロ
セッサ可読媒体」に記憶され、１つまたは複数のプロセッサ、機械および／またはデバイ
スによって実行され得る命令および／またはデータによって部分的にまたは完全に実装さ
れ得る。
【００５５】
　[0061]本明細書で説明する添付の図面に示した例に関連する様々な特徴は、本開示の範
囲から逸脱することなく、異なる例および実装形態に実装され得る。したがって、いくつ
かの特定の構成および配置について説明し、添付の図面において示したが、説明した構成
への様々な他の追加および変更、ならびに説明した実施形態からの削除は当業者には明ら
かであるので、そのような構成は例示的なものにすぎず、開示の範囲を限定するものでは
ない。したがって、本開示の範囲は、許可される請求項の文字通りの言語、および法的均
等物によってのみ決定される。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成26年10月28日(2014.10.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセス端末であって、
　ワイヤレス通信を容易にするように適応された通信インターフェースと、
　記憶媒体と、
　前記通信インターフェースと前記記憶媒体とに結合された処理回路であって、
　　前記通信インターフェースを介して、チャネル解放時にサービングセルからターゲッ
トセルに接続するように前記アクセス端末に指示するセル選択命令を受信することと、
　　前記ターゲットセルの１つまたは複数の信号パラメータがそれぞれのしきい値を上回
るかどうかを判断することと、
　　前記セル選択命令と、前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい
値を上回ることとに応答して前記ターゲットセルに接続することと、
　　前記１つまたは複数の信号パラメータのうちの少なくとも１つが前記それぞれのしき
い値を上回らないとき前記サービングセルを採用することと、
　を行うように適応された処理回路と
　を備える、アクセス端末。
【請求項２】
　前記セル選択命令が、アクティブ呼の最後に前記通信インターフェースを介して受信さ
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れたチャネル解放メッセージ中に含まれている、請求項１に記載のアクセス端末。
【請求項３】
　前記処理回路が、前記受信されたチャネル解放メッセージから前記１つまたは複数の信
号パラメータの前記それぞれのしきい値を取得するようにさらに適応された、請求項２に
記載のアクセス端末。
【請求項４】
　前記１つまたは複数の信号パラメータが、信号対雑音比と信号強度とを含む、請求項１
に記載のアクセス端末。
【請求項５】
　前記ターゲットセルの前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値
を上回るかどうかを判断するように適応された前記処理回路が、
　前記サービングセル上でのページを監視する間に、前記ターゲットセルについての前記
１つまたは複数の信号パラメータを測定すること
　を行うように適応された前記処理回路を備える、請求項１に記載のアクセス端末。
【請求項６】
　前記ターゲットセルの前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値
を上回るかどうかを判断するように適応された前記処理回路が、
　所定の時間期間の間ターゲット無線アクセス技術に移動することと、
　前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値を上回る場合、前記タ
ーゲット無線アクセス技術においてセルを探索することと
　を行うように適応された前記処理回路を備える、請求項１に記載のアクセス端末。
【請求項７】
　前記処理回路が、前記記憶媒体に記憶された事前プロビジョニングされた値として前記
記憶媒体から前記１つまたは複数の信号パラメータの前記それぞれのしきい値を取得する
ようにさらに適応された、請求項１に記載のアクセス端末。
【請求項８】
　アクセス端末上で動作可能な方法であって、
　チャネル解放時にサービングセルからターゲットセルに接続するように前記アクセス端
末に指示するセル選択命令を受信することと、
　前記ターゲットセルの１つまたは複数の信号パラメータがそれぞれのしきい値を上回る
かどうかを判断することと、
　前記セル選択命令と、前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値
を上回ることとに応答して前記ターゲットセルに接続することと、
　前記１つまたは複数の信号パラメータのうちの少なくとも１つが前記それぞれのしきい
値を上回らないことに応答して前記サービングセルにキャンプオンすることと、
　を備える、方法。
【請求項９】
　前記セル選択命令を受信することが、
　アクティブ呼の最後にチャネル解放メッセージを受信することを備え、前記チャネル解
放メッセージが、前記セル選択命令を含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ターゲットセルの前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値
を上回るかどうかを判断することが、
　前記サービングセルから移動する前に前記ターゲットセルについての前記１つまたは複
数の信号パラメータを測定すること
　を備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ターゲットセルの前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値
を上回るかどうかを判断することが、
　所定の時間期間の間前記ターゲットセルに関連する無線アクセス技術に移動することと
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、
　前記ターゲットセルに関連する前記無線アクセス技術に移動した後に前記１つまたは複
数の信号パラメータを測定することと
　を備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ターゲットセルの前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値
を上回るかどうかを判断するより前に前記１つまたは複数の信号パラメータの前記それぞ
れのしきい値を取得すること
　をさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　前記１つまたは複数の信号パラメータの前記それぞれのしきい値を取得することが、
　信号対雑音比と信号強度とを含む信号パラメータのそれぞれのしきい値を取得すること
　を備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記１つまたは複数の信号パラメータの前記それぞれのしきい値を取得することが、
　前記セル選択命令とともに前記それぞれのしきい値を受信すること
　を備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記１つまたは複数の信号パラメータの前記それぞれのしきい値を取得することが、
　記憶媒体から、前記１つまたは複数の信号パラメータの各々に関連する事前プロビジョ
ニングされたしきい値を取得すること
　を備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　アクセス端末であって、
　チャネル解放時にサービングセルからターゲットセルに接続するように前記アクセス端
末に指示するセル選択命令を受信するための手段と、
　前記ターゲットセルの１つまたは複数の信号パラメータがそれぞれのしきい値を上回る
かどうかを判断するための手段と、
　前記セル選択命令と、前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値
を上回ることとに応答して前記ターゲットセルに接続するための手段と、
　前記１つまたは複数の信号パラメータのうちの少なくとも１つが前記それぞれのしきい
値を下回ることに応答して前記サービングセルを採用するための手段と、
　を備える、アクセス端末。
【請求項１７】
　前記１つまたは複数の信号パラメータの前記それぞれのしきい値を取得するための手段
　をさらに備える、請求項１６に記載のアクセス端末。
【請求項１８】
　前記セル選択命令が、アクティブ呼の最後に受信されたチャネル解放メッセージに含ま
れている、請求項１６に記載のアクセス端末。
【請求項１９】
　前記１つまたは複数の信号パラメータが、信号対雑音比と信号強度とを含む、請求項１
６に記載のアクセス端末。
【請求項２０】
　アクセス端末上で動作可能なプログラミングを備えるプロセッサ可読媒体であって、
　チャネル解放時にサービングセルからターゲットセルに接続するように前記アクセス端
末に指示するセル選択命令を受信することと、
　前記ターゲットセルの１つまたは複数の信号パラメータがそれぞれのしきい値を上回る
かどうかを判断することと、
　前記セル選択命令と、前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値
を上回ることとに応答して前記ターゲットセルに接続することと、
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　前記１つまたは複数の信号パラメータのうちの少なくとも１つが前記それぞれのしきい
値を下回ることに応答して前記サービングセルにキャンプオンすることと、
　を行うためのプログラミングを備えるプロセッサ可読媒体。
【請求項２１】
　前記セル選択命令とともに前記１つまたは複数の信号パラメータの前記それぞれのしき
い値を受信すること
　を行うための、前記アクセス端末上で動作可能なプログラミングをさらに備える、請求
項２０に記載のプロセッサ可読媒体。
【請求項２２】
　前記ターゲットセルの前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値
を上回るかどうかを判断することが、
　前記サービングセル上でのページを監視する間に、前記ターゲットセルについての前記
１つまたは複数の信号パラメータを測定すること
　を備える、請求項２０に記載のプロセッサ可読媒体。
【請求項２３】
　前記ターゲットセルの前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値
を上回るかどうかを判断することが、
　所定の時間期間の間前記ターゲットセルに関連する無線アクセス技術に移動することと
、
　前記ターゲットセルに関連する前記無線アクセス技術に移動した後に前記１つまたは複
数の信号パラメータを測定することと
　を備える、請求項２０に記載のプロセッサ可読媒体。
【請求項２４】
　通信インターフェースと、
　記憶媒体と、
　前記通信インターフェースと前記記憶媒体とに結合された処理回路であって、前記処理
回路は、前記通信インターフェースを介してアクセス端末にチャネル解放メッセージを送
るように適用され、前記チャネル解放メッセージが、
　　チャネル解放時にターゲットセルに接続するように前記アクセス端末に指示するセル
選択命令と、
　　前記ターゲットセルに接続する前に満たされるべき、１つまたは複数の信号パラメー
タのそれぞれの値を示す１つまたは複数のしきい値と
　を含む、処理回路と
　を備える、ワイヤレスネットワークデバイス。
【請求項２５】
　前記１つまたは複数の信号パラメータが、信号対雑音比と信号強度とを含む、請求項２
４に記載のワイヤレスネットワークデバイス。
【請求項２６】
　前記セル選択命令は、前記アクセス端末ができるだけ迅速にキャンプすべきセルを識別
するように適応された、請求項２４に記載のワイヤレスネットワークデバイス。
【請求項２７】
　前記セル選択命令は、前記アクセス端末ができるだけ早くキャンプすべき無線アクセス
技術に関連する周波数を識別するように適応された、請求項２４に記載のワイヤレスネッ
トワークデバイス。
【請求項２８】
　ワイヤレスネットワークデバイス上で動作可能な方法であって、
　アクセス端末とアクティブ呼を行うことと、
　前記アクセス端末にチャネル解放メッセージを送ることであって、前記チャネル解放メ
ッセージが、
　　チャネル解放時にターゲットセルに接続するように前記アクセス端末に指示するセル
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選択命令と、
　　前記ターゲットセルに接続する前に満たされるべき、１つまたは複数の信号パラメー
タのそれぞれの値を示す１つまたは複数のしきい値と
　を含む、送ることと
　を備える、方法。
【請求項２９】
　前記セル選択命令は、前記アクセス端末ができるだけ迅速にキャンプすべきセルを識別
するように適応された、請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　前記セル選択命令は、前記アクセス端末ができるだけ早くキャンプすべき無線アクセス
技術に関連する周波数を識別するように適応された、請求項２８に記載の方法。
【請求項３１】
　アクセス端末とアクティブ呼を行うための手段と、
　前記アクセス端末にチャネル解放メッセージを送るための手段であって、前記チャネル
解放メッセージが、
　　チャネル解放時にターゲットセルに接続するように前記アクセス端末に指示するセル
選択命令と、
　　前記ターゲットセルに接続する前に満たされるべき、１つまたは複数の信号パラメー
タのそれぞれの値を示す１つまたは複数のしきい値と
　を含む、送るための手段と
　を備える、ワイヤレスネットワークデバイス。
【請求項３２】
　ワイヤレスネットワークデバイス上で動作可能なプログラミングを備えるプロセッサ可
読媒体であって、
　アクセス端末とアクティブ呼を行うことと、
　前記アクセス端末にチャネル解放メッセージを送ることであって、前記チャネル解放メ
ッセージが、
　　チャネル解放時にターゲットセルに接続するように前記アクセス端末に指示するセル
選択命令と、
　　前記ターゲットセルに接続する前に満たされるべき、１つまたは複数の信号パラメー
タのそれぞれの値を示す１つまたは複数のしきい値と
　を含む、送ることと
　を行うためのプログラミングを備えるプロセッサ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　[0061]本明細書で説明する添付の図面に示した例に関連する様々な特徴は、本開示の範
囲から逸脱することなく、異なる例および実装形態に実装され得る。したがって、いくつ
かの特定の構成および配置について説明し、添付の図面において示したが、説明した構成
への様々な他の追加および変更、ならびに説明した実施形態からの削除は当業者には明ら
かであるので、そのような構成は例示的なものにすぎず、開示の範囲を限定するものでは
ない。したがって、本開示の範囲は、許可される請求項の文字通りの言語、および法的均
等物によってのみ決定される。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］　アクセス端末であって、
　ワイヤレス通信を容易にするように適応された通信インターフェースと、
　記憶媒体と、
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　前記通信インターフェースと前記記憶媒体とに結合された処理回路であって、
　　前記通信インターフェースを介して、チャネル解放時にサービングセルからターゲッ
トセルに接続するように前記アクセス端末に指示するセル選択命令を受信することと、
　　前記ターゲットセルの１つまたは複数の信号パラメータがそれぞれのしきい値を上回
るかどうかを判断することと、
　　前記セル選択命令と、前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい
値を上回ることとに応答して前記ターゲットセルに接続することと、
　を行うように適応された処理回路と
　を備える、アクセス端末。
　　［Ｃ２］　前記セル選択命令が、アクティブ呼の最後に前記通信インターフェースを
介して受信されたチャネル解放メッセージ中に含まれている、Ｃ１に記載のアクセス端末
。
　　［Ｃ３］　前記処理回路が、前記受信されたチャネル解放メッセージから前記１つま
たは複数の信号パラメータの前記それぞれのしきい値を取得するようにさらに適応された
、Ｃ２に記載のアクセス端末。
　　［Ｃ４］　前記１つまたは複数の信号パラメータが、信号対雑音比と信号強度とを含
む、Ｃ１に記載のアクセス端末。
　　［Ｃ５］　前記ターゲットセルの前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞ
れのしきい値を上回るかどうかを判断するように適応された前記処理回路が、
　前記サービングセル上でのページを監視する間に、前記ターゲットセルについての前記
１つまたは複数の信号パラメータを測定すること
　を行うように適応された前記処理回路を備える、Ｃ１に記載のアクセス端末。
　　［Ｃ６］　前記ターゲットセルの前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞ
れのしきい値を上回るかどうかを判断するように適応された前記処理回路が、
　所定の時間期間の間ターゲット無線アクセス技術に移動することと、
　前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値を上回る場合、前記タ
ーゲット無線アクセス技術においてセルを探索することと
　を行うように適応された前記処理回路を備える、Ｃ１に記載のアクセス端末。
　　［Ｃ７］　前記処理回路が、前記記憶媒体に記憶された事前プロビジョニングされた
値として前記記憶媒体から前記１つまたは複数の信号パラメータの前記それぞれのしきい
値を取得するようにさらに適応された、Ｃ１に記載のアクセス端末。
　　［Ｃ８］　アクセス端末上で動作可能な方法であって、
　チャネル解放時にサービングセルからターゲットセルに接続するように前記アクセス端
末に指示するセル選択命令を受信することと、
　前記ターゲットセルの１つまたは複数の信号パラメータがそれぞれのしきい値を上回る
かどうかを判断することと、
　前記セル選択命令と、前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値
を上回ることとに応答して前記ターゲットセルに接続することと、
　を備える、方法。
　　［Ｃ９］　前記セル選択命令を受信することが、
　アクティブ呼の最後にチャネル解放メッセージを受信することを備え、前記チャネル解
放メッセージが、前記セル選択命令を含む、Ｃ８に記載の方法。
　　［Ｃ１０］　前記ターゲットセルの前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それ
ぞれのしきい値を上回るかどうかを判断することが、
　前記サービングセルから移動する前に前記ターゲットセルについての前記１つまたは複
数の信号パラメータを測定すること
　を備える、Ｃ８に記載の方法。
　　［Ｃ１１］　前記ターゲットセルの前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それ
ぞれのしきい値を上回るかどうかを判断することが、
　所定の時間期間の間前記ターゲットセルに関連する無線アクセス技術に移動することと
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、
　前記ターゲットセルに関連する前記無線アクセス技術に移動した後に前記１つまたは複
数の信号パラメータを測定することと
　を備える、Ｃ８に記載の方法。
　　［Ｃ１２］　前記ターゲットセルの前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それ
ぞれのしきい値を上回るかどうかを判断するより前に前記１つまたは複数の信号パラメー
タの前記それぞれのしきい値を取得すること
　をさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
　　［Ｃ１３］　前記１つまたは複数の信号パラメータの前記それぞれのしきい値を取得
することが、
　信号対雑音比と信号強度とを含む信号パラメータのそれぞれのしきい値を取得すること
　を備える、Ｃ１２に記載の方法。
　　［Ｃ１４］　前記１つまたは複数の信号パラメータの前記それぞれのしきい値を取得
することが、
　前記セル選択命令とともに前記それぞれのしきい値を受信すること
　を備える、Ｃ１２に記載の方法。
　　［Ｃ１５］　前記１つまたは複数の信号パラメータの前記それぞれのしきい値を取得
することが、
　記憶媒体から、前記１つまたは複数の信号パラメータの各々に関連する事前プロビジョ
ニングされたしきい値を取得すること
　を備える、Ｃ１２に記載の方法。
　　［Ｃ１６］　アクセス端末であって、
　チャネル解放時にサービングセルからターゲットセルに接続するように前記アクセス端
末に指示するセル選択命令を受信するための手段と、
　前記ターゲットセルの１つまたは複数の信号パラメータがそれぞれのしきい値を上回る
かどうかを判断するための手段と、
　前記セル選択命令と、前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値
を上回ることとに応答して前記ターゲットセルに接続するための手段と、
　を備える、アクセス端末。
　　［Ｃ１７］　前記１つまたは複数の信号パラメータの前記それぞれのしきい値を取得
するための手段
　をさらに備える、Ｃ１６に記載のアクセス端末。
　　［Ｃ１８］　前記セル選択命令が、アクティブ呼の最後に受信されたチャネル解放メ
ッセージに含まれている、Ｃ１６に記載のアクセス端末。
　　［Ｃ１９］　前記１つまたは複数の信号パラメータが、信号対雑音比と信号強度とを
含む、Ｃ１６に記載のアクセス端末。
　　［Ｃ２０］　アクセス端末上で動作可能なプログラミングを備えるプロセッサ可読媒
体であって、
　チャネル解放時にサービングセルからターゲットセルに接続するように前記アクセス端
末に指示するセル選択命令を受信することと、
　前記ターゲットセルの１つまたは複数の信号パラメータがそれぞれのしきい値を上回る
かどうかを判断することと、
　前記セル選択命令と、前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それぞれのしきい値
を上回ることとに応答して前記ターゲットセルに接続することと、
　を行うためのプログラミングを備えるプロセッサ可読媒体。
　　［Ｃ２１］　前記セル選択命令とともに前記１つまたは複数の信号パラメータの前記
それぞれのしきい値を受信すること
　を行うための、前記アクセス端末上で動作可能なプログラミングをさらに備える、Ｃ２
０に記載のプロセッサ可読媒体。
　　［Ｃ２２］　前記ターゲットセルの前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それ
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ぞれのしきい値を上回るかどうかを判断することが、
　前記サービングセル上でのページを監視する間に、前記ターゲットセルについての前記
１つまたは複数の信号パラメータを測定すること
　を備える、Ｃ２０に記載のプロセッサ可読媒体。
　　［Ｃ２３］　前記ターゲットセルの前記１つまたは複数の信号パラメータが前記それ
ぞれのしきい値を上回るかどうかを判断することが、
　所定の時間期間の間前記ターゲットセルに関連する無線アクセス技術に移動することと
、
　前記ターゲットセルに関連する前記無線アクセス技術に移動した後に前記１つまたは複
数の信号パラメータを測定することと
　を備える、Ｃ２０に記載のプロセッサ可読媒体。
　　［Ｃ２４］　通信インターフェースと、
　記憶媒体と、
　前記通信インターフェースと前記記憶媒体とに結合された処理回路であって、前記処理
回路は、前記通信インターフェースを介してアクセス端末にチャネル解放メッセージを送
るように適用され、前記チャネル解放メッセージが、
　　チャネル解放時にターゲットセルに接続するように前記アクセス端末に指示するセル
選択命令と、
　　前記ターゲットセルに接続する前に満たされるべき、１つまたは複数の信号パラメー
タのそれぞれの値を示す１つまたは複数のしきい値と
　を含む、処理回路と
　を備える、ワイヤレスネットワークデバイス。
　　［Ｃ２５］　前記１つまたは複数の信号パラメータが、信号対雑音比と信号強度とを
含む、Ｃ２４に記載のワイヤレスネットワークデバイス。
　　［Ｃ２６］　前記セル選択命令は、前記アクセス端末ができるだけ迅速にキャンプす
べきセルを識別するように適応された、Ｃ２４に記載のワイヤレスネットワークデバイス
。
　　［Ｃ２７］　前記セル選択命令は、前記アクセス端末ができるだけ早くキャンプすべ
き無線アクセス技術に関連する周波数を識別するように適応された、Ｃ２４に記載のワイ
ヤレスネットワークデバイス。
　　［Ｃ２８］　ワイヤレスネットワークデバイス上で動作可能な方法であって、
　アクセス端末とアクティブ呼を行うことと、
　前記アクセス端末にチャネル解放メッセージを送ることであって、前記チャネル解放メ
ッセージが、
　　チャネル解放時にターゲットセルに接続するように前記アクセス端末に指示するセル
選択命令と、
　　前記ターゲットセルに接続する前に満たされるべき、１つまたは複数の信号パラメー
タのそれぞれの値を示す１つまたは複数のしきい値と
　を含む、送ることと
　を備える、方法。
　　［Ｃ２９］　前記セル選択命令は、前記アクセス端末ができるだけ迅速にキャンプす
べきセルを識別するように適応された、Ｃ２８に記載の方法。
　　［Ｃ３０］　前記セル選択命令は、前記アクセス端末ができるだけ早くキャンプすべ
き無線アクセス技術に関連する周波数を識別するように適応された、Ｃ２８に記載の方法
。
　　［Ｃ３１］　アクセス端末とアクティブ呼を行うための手段と、
　前記アクセス端末にチャネル解放メッセージを送るための手段であって、前記チャネル
解放メッセージが、
　　チャネル解放時にターゲットセルに接続するように前記アクセス端末に指示するセル
選択命令と、
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　　前記ターゲットセルに接続する前に満たされるべき、１つまたは複数の信号パラメー
タのそれぞれの値を示す１つまたは複数のしきい値と
　を含む、送るための手段と
　を備える、ワイヤレスネットワークデバイス。
　　［Ｃ３２］　ワイヤレスネットワークデバイス上で動作可能なプログラミングを備え
るプロセッサ可読媒体であって、
　アクセス端末とアクティブ呼を行うことと、
　前記アクセス端末にチャネル解放メッセージを送ることであって、前記チャネル解放メ
ッセージが、
　　チャネル解放時にターゲットセルに接続するように前記アクセス端末に指示するセル
選択命令と、
　　前記ターゲットセルに接続する前に満たされるべき、１つまたは複数の信号パラメー
タのそれぞれの値を示す１つまたは複数のしきい値と
　を含む、送ることと
　を行うためのプログラミングを備えるプロセッサ可読媒体。
【手続補正書】
【提出日】平成26年11月18日(2014.11.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　[0039]通信インターフェース４０４は、アクセス端末４００のワイヤレス通信を容易に
するように構成される。たとえば、通信インターフェース４０４は、１つまたは複数のワ
イヤレスネットワークデバイス（たとえば、ネットワークノード）に関して双方向の情報
の通信を容易にするように適応された回路および／またはプログラミングを含み得る。通
信インターフェース４０４は、１つまたは複数のアンテナ（図示せず）に結合され得、少
なくとも１つの受信機回路４１２（たとえば、１つまたは複数の受信機チェーン）および
／または少なくとも１つの送信機回路４１０（たとえば、１つまたは複数の送信機チェー
ン）を含むワイヤレストランシーバ回路を含む。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　[0051]通信インターフェース６０４は、ワイヤレスネットワークデバイス６００のワイ
ヤレス通信を容易にするように構成される。たとえば、通信インターフェース６０４は、
１つまたは複数のアクセス端末に関して双方向の情報の通信を容易にするように適応され
た回路および／またはプログラミングを含み得る。通信インターフェース６０４は、１つ
または複数のアンテナ（図示せず）に結合され得、少なくとも１つの受信機回路６１２（
たとえば、１つまたは複数の受信機チェーン）および／または少なくとも１つの送信機回
路６１０（たとえば、１つまたは複数の送信機チェーン）を含むワイヤレストランシーバ
回路を含む。
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